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とから 「器械派」と呼ばれている。マルチブラケッ ト法は21世紀後半 までにワイヤー,
ブラケット,検査機器そして診断システムが改良されたことに伴い,治療期間の短縮を
図る策が次々と考案 され,80年を経過 した現在において器械的矯正の治療体系 はほぼ
確立 したものといえる。24年前の私たちは,ワ イヤー屈曲や短期間で動的治療 を完了
できる治療 を自慢する 「器械派」の一員でもあった。矯正力を生物学的に無理のないも
のに求めた 「自然派」 も存在 しているが現在の 「自然派」はマルチブラケッ ト法の変遷
とともに広義では器械派と同一の範疇に入っている。




矯正装置(顎 内装置)は その後 ドイツのAndresenとHauplにより上下顎に一塊 とし
たモノブロックとして装着す る機能的顎矯正装置(顎 間装置)へ と発展する。
　 ドイツの科学者Rouxは,1895年「機能適応法則」を考案 し,機能的整形治療のアプ
(i)
ローチ法を発表 した。この基本原理は 「新 しい神経筋活動パターンを学習 し,筋肉エク
ササイズや トレーニングを通じて,確実にかつ容易に運動ができるようにす ること:浜
田光彦訳」 となっている。この考 え方は,人体へ器械的 ・外科的処置 を行った場合には
筋肉のエクササイズや トレーニングを行 うことで神経筋機構を変化 ・改善できることを
説明 しており,今 日で も整形外科治療における機能回復法の一部 として行われている。
「機能派」の病理学者Hauplは,矯正歯科 に対する機能的顎矯正治療の体系構築の基
本にRouxの考 えを重要視 し,機能的顎矯正装置の第一号であるAndresenのモノブロッ




　米国ワシン トン大学のLittleは,マルチブラケ ット装置 を撤去 した最長20年間経過
した症例の安定性についての検討結果 を1984年か ら2005年の米国矯正歯科学会雑誌に
シリーズで報告 した。その結果,器 械的なアプローチで早期治療や抜歯法を適用したに





コン トロール群 との差はない」 という報告がいくつかある。 しかし,これ らの検証には
治療上のプロ トコール,人 種差,性 差,年 齢などが無視 されており良質な研究結果 とは





的に確認 している。米国における器械的矯正装置のプロダク ト・プレイスメン トに日本
が流されている感 も強く,資本主義に流されない注意が必要であろう。
　第二次世界大戦後65年を経過 した日本の矯正歯科医は,米 国主導の考 え方である歯
列矯正医(Orthodontist)ではなく,顎整形矯正医(Jow　orthopedist)として機能的顎
矯正装置の治療効果 を科学的に証明する段階にある。100年に亘る欧米間の研究上の戦
いに決着をつけることで,成長発育期における口腔顎顔面の機能修正治療,永久歯列期
における器械的矯正治療の二段階法が歯科矯正学の常識 となる日が近いのではないだろ
うか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(奥羽大学歯学部歯科矯正学分野)
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